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和
達
容
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

特別記事

和
達
容
子
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
欧
州
統
合
と

E
U環

境
政
策
｜
｜
問
題
解
決
か
ら
見
た

E
U
・
国
家
の
共
存
関
係
」
は
、

欧
州
連
合
（
E
U）
が
新
た
な
政
治
体
と
し
て
進
化
を
続
け
る
中
で

経
験
し
た
超
国
家
性
と
国
家
主
権
の
相
克
お
よ
び
そ
こ
か
ら
紡
ぎ
だ

さ
れ
た
現
実
と
問
題
解
決
へ
の
教
訓
に
つ
い
て
、

E
U環
境
政
策
立

法
過
程
の
事
例
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、

E

U
・
国
家
関
係
と
い
う
欧
州
統
合
研
究
に
お
け
る
基
本
テ

l
マ
を
一

貫
し
て
据
え
る
と
同
時
に
、
国
境
を
超
え
た
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
に
関
す
る
事
例
研
究
を
含
ん
で
お
り
、
環
境
政
策
研
究
と
し
て
の

側
面
も
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
論
文
は
、

A
4判
で
本
文
一
九
四
頁
、
参
考
文
献
二
四
頁
か
ら

な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
す
で
に
和
達
君
が
本
学
法
学
研
究
科
在

籍
中
か
ら
『
法
学
政
治
学
論
究
』
、
「
日
本
E
U学
会
年
報
』
と
い
っ

た
査
読
付
き
の
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
等
を
土
台
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
、
体
系
化
さ
せ
た
も
の
が
今
回

提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
．
論
文
の
構
成

序
章
本
稿
の
目
的
と
構
成

一
．
問
題
意
識
と
本
稿
の
目
的

二
．
本
稿
の
構
成

三
．
欧
州
統
合
理
論
と
の
関
係

第
一
章

E
U環
境
政
策
の
誕
生
と
発
展

ー
環
境
行
動
計
画
を
中
心
に
し
て

一．

E
C
環
境
政
策
の
導
入
に
至
る
経
緯

二
．
第
一
次
環
境
行
動
計
画
か
ら
第
三
次
環
境
行
動
計
画
ま
で

三
．
単
一
欧
州
議
定
書
の
採
択
と
第
四
次
環
境
行
動
計
画

四
環
境
政
策
の
地
位
の
急
上
昇

五
．
マ
l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
第
五
次
環
境
行
動
計
画

六
．
第
六
次
環
境
行
動
計
画
の
概
略
と
方
向
性

（
一
）
第
六
次
環
境
行
動
計
画
の
文
脈

（
二
）
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ

（
三
）
四
つ
の
優
先
領
域

（
四
）
第
六
次
環
境
行
動
計
画
の
採
択

七．

E
U環
境
政
策
の
変
遷

｜
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
の
変
化
と
い
う
視
点

八
．
小
括

第
二
章

E
U環
境
立
法
・
政
策
決
定
過
程
に
係
る
組
織
と
手
続
き
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ー
超
国
家
的
組
織
の
制
度
的
特
徴

一
．
は
じ
め
に

ニ．

E
U政
策
の
類
型
と
環
境
政
策

三
．
基
本
条
約
に
お
け
る
E
U環
境
立
法
・
政
策
決
定
手
続
き
規
定

四．

E
U環
境
立
法
・
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
主
要
機
関
と
そ
の

関
係（
一
）
欧
州
委
員
会

（
二
）
欧
州
連
合
理
事
会

（
三
）
欧
州
議
会

（
四
）
欧
州
司
法
裁
判
所

五．

E
U環
境
政
策
に
お
け
る
超
国
家
性
と
国
家
の
共
存
関
係
と
い

う
視
点
（
こ
加
盟
国
の
相
違
は
合
意
へ
の
障
害
な
の
か

合

C
E
U環
境
政
治
に
お
け
る
主
導
国
の
交
代
？

（
三
）
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
E
U加
盟
国
は
合
意
に
至
る

（四）

E
U環
境
政
策
に
お
け
る
加
盟
国
の
多
様
性
と
意
義

六．

E
U環
境
政
策
と
東
方
拡
大

七
．
小
括

第
三
章

E
U
に
お
け
る
補
完
性
原
則
と
環
境
政
策

ー
マ
l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
下
の
議
論
を
中
心
に

で
は
じ
め
に

二．

E
C公
式
文
書
に
お
け
る
補
完
性
原
則

（
一
）
補
完
性
原
則
の
起
源

（
二
）
マ

1
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
採
択
以
前

（
三
）
マ
l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
採
択
以
降

三
．
欧
州
統
合
と
補
完
性
原
則

四．

E
U環
境
政
策
に
お
け
る
補
完
性
原
則

五
．
小
括

第
四
章

190 

E
U環
境
政
策
に
お
け
る
民
主
的
正
統
性

｜
ガ
パ
ナ
ン
ス
白
書
か
ら
考
え
る

一
．
は
じ
め
に
｜
ガ
パ
ナ
ン
ス
白
書
の
め
ざ
す
も
の

二．

E
U環
境
政
策
の
正
統
性
と
参
加
の
関
係

（
こ

E
U政
策
の
正
統
性
要
件

（
二
）
環
境
問
題
解
決
に
お
け
る
参
加
の
意
義

（
三
）
市
民
の
参
加
と
民
主
主
義
と
の
関
連

三．

E
U環
境
ガ
パ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
参
加

（一）

E
U政
策
過
程
に
お
け
る
広
義
の
参
加

（
二
）
オ
l
フ
ス
条
約

（
三
）
オ
l
フ
ス
条
約
に
係
る
E
U
の
対
応

（
四
）
オ
1
フ
ス
規
則
の
採
択

（
五
）
オ
1
フ
ス
規
則
の
課
題

四
．
ォ
l
フ
ス
規
則
の
文
脈
と
欧
州
統
合

（
二
民
主
主
義
的
手
続
き
を
導
入
す
る
オ
l
フ
ス
規
則

（
二
）
問
題
解
決
を
促
す
オ
l
フ
ス
規
則

五
．
張
り
巡
ら
さ
れ
た
参
加
機
会
と
政
治
共
同
体
と
し
て
の
E
U
の

限
界
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六
．
小
括

第
五
章
規
則
採
択
過
程
と
政
治
問
題
の
イ
シ
ュ

l
・
リ
ン
ケ
ー
ジ

ー
欧
州
環
境
機
関
の
設
立
を
事
例
と
し
て

一
．
は
じ
め
に

二
．
規
則
案
の
提
出
か
ら
採
択
ま
で
の
経
緯

（
こ

E
C委
員
会
の
規
則
案
と
加
盟
国
の
反
応

（
二
）
欧
州
議
会
の
意
見
と
規
則
の
採
択

三
．
欧
州
環
境
機
関
の
所
在
地
を
め
ぐ
る
議
論

（
一
）
フ
ラ
ン
ス
の
主
張

（
二
）
妥
結
へ
の
道
程

四
欧
州
環
境
機
関
の
設
立
規
則
採
択
過
程
に
お
け
る
問
題
点

五
．
小
括

第
六
章
環
境
保
護
と
自
由
貿
易

ー
国
家
に
よ
る
環
境
保
護
的
措
置
と

E
C域
内
市
場
と
の
両
立

一
．
は
じ
め
に

二．

E
C
に
お
け
る
環
境
保
護
の
重
要
性
の
推
移

（一）

E
C政
策
に
お
け
る
環
境
保
護
へ
の
配
慮

士
乙

E
C
に
よ
る
環
境
保
護
の
可
能
性
と
限
界

（
三
）
欧
州
司
法
裁
判
所
判
例
に
よ
る
条
約
解
釈
の
発
展

ー
デ
ン
マ
ー
ク
容
器
事
件
判
決
を
中
心
に

三
．
共
同
体
立
法
に
よ
る
環
境
保
護
と
自
由
貿
易
原
則
の
両
立
の
試

み
（
こ
共
同
体
立
法
採
択
の
法
的
根
拠

合
乙

E
C立
法
過
程

四

小

括

第
七
章
オ
ゾ
ン
層
保
護
問
題
と

E
C

ー
E
C
の
対
外
行
動
と
域
内
調
整
の
課
題

一
．
は
じ
め
に

二
．
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
と

E
C
の
動
き

（
一
）
オ
ゾ
ン
層
破
壊
問
題
の
出
現
と
保
護
対
策
の
開
始

（
二
）
国
際
的
枠
組
み
の
形
成
過
程

（三）

E
C内
の
分
裂

（四）

E
C
の
転
換

（五）

E
C
の
リ
ー
ド
す
る
国
際
的
規
制
へ

三
．
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
を
め
ぐ
る
E
C
の
政
治
的
課
題

（
こ

E
C対
外
行
動
の
問
題
点

合
乙

E
C
の
政
策
決
定
過
程
と

E
C加
盟
国
民
の
意
思

四
．
小
括

第
八
章

E
U気
候
変
動
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

ー
内
在
す
る
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
脆
弱
性

一
．
は
じ
め
に

ニ
．
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
お
よ
び
京
都
議
定
書
を
め
ぐ
る
国
際
交

渉
の
経
緯

三
．
ポ
ス
ト
京
都
交
渉
を
視
野
に
入
れ
た
E
U気
候
変
動
政
策
の
概

要

191 

四．

E
U
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
環
境
配
慮
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（
一
）
欧
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

（
二
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
取
り
巻
く
政
治
環
境
の
変
化
と
E
U

の
対
応

五
．
「
気
候
変
動
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
立
法
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
を
め
ぐ
る
政
治
動
向

六．

E
Uと
国
際
環
境
政
治

七
．
小
括

終
章

E
U環
境
政
策
に
お
け
る

E
U
・
国
家
関
係
に
関
す
る
試
論

一
．
欧
州
統
合
の
潮
流
と
環
境
政
策
の
接
点

二．

E
U
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
と
国
家
の
存
在

感
三
．
よ
り
良
い
問
題
解
決
の
た
め
の

E
U
・
国
家
関
係

参
考
文
献

ニ
．
内
容
の
紹
介

本
論
文
は
、

一
九
五

0
年
代
以
降
の
欧
州
統
合
が
超
国
家
性
、
と

り
わ
け
超
国
家
的
立
法
制
度
を
一
大
特
徴
と
し
て
そ
の
目
的
実
現
手

段
に
位
置
付
け
て
い
た
と
み
な
し
、
果
た
し
て
そ
れ
が
E
U
環
境
政

策
へ
順
調
に
定
着
さ
れ
て
き
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
か
け
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。

加
盟
国
は
、
国
家
主
権
を
狭
隆
な
国
益
実
現
の
た
め
に
振
り
か
ざ

す
の
で
は
な
く
、
国
際
協
調
的
な
認
識
の
下
に
国
家
主
権
を
超
国
家

的
な
機
構
へ
一
部
委
譲
す
る
構
想
を
提
案
し
、
そ
れ
を
現
実
の
機
構

と
し
て
機
能
さ
せ
て
き
た
。
和
達
君
は
、
こ
の
国
家
主
権
を
制
限
す

る
制
度
が
国
境
を
超
え
た
対
策
を
必
要
と
す
る
他
の
問
題
、
例
え
ば

環
境
問
題
と
い
う
今
日
的
課
題
へ
の
対
応
に
応
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、

E
U
に
注
目
し
て
い
る
。
今
ま
で
環
境
を
め
ぐ
る
国

際
的
合
意
を
妨
げ
て
き
た
の
は
国
家
主
権
の
行
使
で
あ
り
、
そ
れ
が

制
度
的
に
否
定
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
、
国
境
を
超
え
た
環
境
問
題

の
解
決
、
す
な
わ
ち
環
境
政
策
に
と
っ
て
新
し
い
一
歩
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。

192 

し
か
し
、
現
実
の

E
U環
境
政
策
は
、
欧
州
統
合
お
よ
び

E
U全

体
の
制
度
や
理
念
の
枠
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

二
O
O九
年
一
二
月
に
発
効
し
た
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
お
い
て
は
E
U

活
動
の
監
視
に
加
盟
国
の
議
会
を
活
か
す
な
ど

E
U
の
中
の
国
家
の

役
割
を
見
直
す
よ
う
な
動
き
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

E
U
は
連
邦

国
家
に
一
直
線
に
向
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
論
文
は
、
欧

州
統
合
と
の
関
係
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
問
題
解
決
を
念
頭
に
置
く
E

U
環
境
政
策
が
試
行
錯
誤
し
た

E
U
・
国
家
関
係
の
現
実
に
多
角
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
そ
こ
か
ら
環
境
問
題
の
解
決
へ
示
唆
さ
れ
る
政

治
学
的
合
意
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
本
論
文
は
、

E
U環
境
政

策
の
実
質
的
な
開
始
時
期
と
な
る
一
九
七

0
年
代
か
ら
、
二

0
0
0
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年
代
の
拡
大
E
U時
代
が
本
格
化
す
る
以
前
の
基
本
条
約
で
あ
る
ニ

1
ス
条
約
ま
で
の
時
期
を
対
象
に
論
じ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
の
概

要
を
説
明
す
る
。

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
第
一
次
か
ら
第
六
次
ま
で
の
環
境
行
動
計

画
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
の
進
展
に
伴
っ
て
生
じ
て
き

た
政
策
課
題
や
政
策
方
針
の
変
化
か
ら

E
U
・
国
家
関
係
を
分
析
し

て
い
る
。
こ
こ
で
和
達
君
は
次
の
三
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
第
一

に、

E
U環
境
政
策
は
当
初
市
場
統
合
に
伴
う
必
要
性
か
ら
着
手
さ

れ
て
い
た
が
、
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
に
伴
い
環
境
政
策
の
優
先
順

位
は
上
が
り
、
さ
ら
に
は
国
際
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発

揮
に
強
い
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
一
九
九

0

年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
「
補
完
性
原
則
」
の
適
用
が
強
調
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、

E
U環
境
政
策
の
役
割
は
規
範
、
政
策
枠
組
み
、
目
標

数
値
の
提
示
に
収
数
し
、
政
策
の
具
体
的
な
展
開
は
各
国
へ
任
さ
れ

る
方
向
へ
一
層
強
化
さ
れ
た
こ
と
。
第
三
に
、
政
策
開
始
当
初
は
市

場
統
合
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
に
製
品
や
環
境
に
係
る
統
一
基
準

の
採
択
、
す
な
わ
ち
規
制
的
手
段
が

E
U
の
政
策
手
段
の
中
心
と
な

っ
て
い
た
が
、
後
に
非
規
制
的
手
段
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、

E
U環
境
立
法
・
政
策
決
定
過
程
に
係
る
組
織
と

手
続
き
規
定
を
取
り
上
げ
、
制
度
的
特
徴
と
の
関
係
か
ら

E
U
・
国

家
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

E
U環
境
立
法
に
使
用
さ
れ
る
共
同
決
定

手
続
き
は
、
国
家
主
権
の
発
現
手
段
で
あ
る
加
盟
国
の
拒
否
権
が
否

定
さ
れ
、

E
U独
自
の
機
関
で
あ
る
欧
州
議
会
は
理
事
会
決
定
を
覆

す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
単
な
る
政
府
間
主
義
的
組
織
で
は

な
い
、
新
し
い
政
治
決
定
の
形
が
誕
生
し
、
そ
れ
は
実
際
の
決
定
に

お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
新
し
い

E
Uと
い
う

国
家
の
出
現
と
捉
え
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
い
う
の
が
和
達
君
の

見
解
で
あ
る
。

E
U政
策
の
中
に
は
国
家
主
権
を
未
だ
保
証
し
た
領

域
が
存
在
し
、
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
国
家
間
の

合
意
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態

か
ら
、
加
盟
国
は

E
U
に
と
っ
て
単
な
る
構
成
要
素
で
な
く
、
極
め

て
重
要
な
基
本
的
政
治
単
位
と
し
て

E
Uと
の
共
存
関
係
を
築
い
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、

E
U
・
国
家
権
限
関
係
を
規
定
す
る
「
補
完
性
原

則
」
の
意
味
と
環
境
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
補
完

性
原
則
と
は
「
共
同
体
の
排
他
的
権
限
に
属
さ
な
い
分
野
に
つ
い
て

は
、
政
策
目
的
が
構
成
田
に
よ
っ
て
は
十
分
に
は
達
成
さ
れ
得
ず
、

し
た
が
っ
て
そ
の
措
置
の
規
模
ま
た
は
効
果
か
ら
み
て
共
同
体
に
よ

る
方
が
よ
り
良
く
達
成
で
き
る
場
合
に
、
共
同
体
が
措
置
を
と
る
」

と
い
う
も
の
で
、
一
九
九

0
年
代
か
ら
は
欧
州
統
合
全
体
に
適
用
さ

れ
る
重
要
な
原
則
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
専
ら
下
位
レ
ベ
ル
の
政

治
体
を
指
向
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
環
境
政
策
に
お
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い
て
は
、
同
様
な
文
言
が
発
足
当
初
よ
り
結
果
を
追
求
す
る
文
脈
で

語
ら
れ
て
お
り
、

E
U政
策
を
機
能
的
な
視
点
か
ら
正
当
化
す
る
規

準
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
補
完
性
原
則
自
体
は
出
力
、
す
な

わ
ち
政
策
結
果
に
照
準
を
当
て
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
下
位
レ
ベ

ル
の
政
治
体
を
指
向
す
る
こ
と
は
図
ら
ず
も
入
力
の
正
統
性
、
言
い

換
え
れ
ば
、
民
主
主
義
的
要
素
の
議
論
と
の
関
連
性
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
示
唆
す
る
。
こ
の
点
は
、
本
論
文
の
一
つ

の
特
徴
的
な
解
釈
で
あ
り
、
次
の
四
章
と
も
関
連
す
る
論
点
で
あ
る
。

第
四
章
は
、
「
ガ
パ
ナ
ン
ス
白
書
」
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
政
策

の
正
統
性
と
い
う
観
点
か
ら

E
U環
境
政
策
を
論
じ
て
い
る
。
ガ
パ

ナ
ン
ス
白
書
は
、
二

O
O
一
年
七
月
に
欧
州
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
、

直
接
的
に
は
サ
ン
テ
l
ル
前
欧
州
委
員
会
へ
向
け
ら
れ
た
市
民
の
不

信
、
よ
り
大
き
な
流
れ
か
ら
言
え
ば
マ

l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
以
降
高

ま
っ
て
き
た

E
U
に
対
す
る
一
般
市
民
の
不
満
・
不
信
感
へ
答
え
る

意
図
が
背
景
に
あ
っ
た
。
白
書
は
、
人
々
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
び
付

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
し
て
よ
り
効
果
的
な
政
策
を

導
き
出
す
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
「
ガ
パ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
用
語
を

使
っ
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

E
U政
策
の
入
力

の
正
統
性
・
出
力
の
正
統
性
を
高
め
る
こ
と
と
言
い
換
え
ら
れ
、
そ

の
対
策
は

E
U市
民
の
参
加
や
裁
量
的
政
策
調
整
（
O
M
C
）
の
よ

う
な
政
策
手
法
の
開
発
な
ど
幅
広
く
に
及
ん
で
い
る
。
環
境
政
策
は

元
来
出
力
志
向
の
政
策
だ
っ
た
が
、
近
年
入
力
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

も
注
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
補
完
性
原
則
に
よ
る
権
限
制
限
、
代

議
制
に
よ
る
議
論
と
決
定
、
政
策
立
案
時
に
お
け
る
意
見
・
協
議
、

環
境
権
と
結
び
付
い
た
手
続
き
的
手
段
は
、
合
わ
せ
て

E
U環
境
政

策
の
入
力
を
制
度
的
に
支
え
て
い
る
民
主
的
正
統
性
の
充
実
と
捉
え
、

そ
の
意
義
を
考
察
し
て
い
る
。

後
半
の
第
五
章
か
ら
第
八
章
は
、
前
半
に
扱
っ
た
範
鴫
に
あ
り
な

が
ら
、
よ
り
詳
細
な
事
例
の
個
別
的
研
究
群
と
な
っ
て
い
る
。
第
五

章
は
、

E
U
の
制
度
的
特
徴
が
迅
速
な
る
決
定
を
妨
げ
た
事
例
の
政

策
決
定
過
程
研
究
で
あ
る
。
「
単
一
欧
州
議
定
書
」
下
、
「
欧
州
環
境

機
関
（
E
E
A
）
」
設
立
に
係
る
規
則
採
択
過
程
が
関
連
基
本
条
約

条
文
を
根
拠
に
政
府
間
主
義
的
な
交
渉
の
場
へ
と
移
行
し
、
イ
シ
ユ

l
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
よ
る
決
着
を
見
た
過
程
を
追
っ
た
も
の
で
あ
り
、

E
U
二
次
法
採
択
過
程
と
手
続
き
・
制
度
設
計
の
密
接
な
関
係
を
明

ら
か
に
し
た
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

第
六
章
は
、
補
完
性
原
則
の
実
践
に
お
い
て
最
も
議
論
を
呼
ん
で

い
る
環
境
保
護
と
自
由
貿
易
の
対
立
を
E
U
・
国
家
権
限
の
相
克
を

中
心
に
法
学
的
・
政
治
学
的
に
紹
介
し
た
事
例
研
究
で
あ
る
。

E
U

環
境
政
策
が
基
本
条
約
上
極
め
て
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
ま
た
拘
束

さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
域
内
市
場
」
の
完
成
と
維
持
と
い
う
E
U
の

任
務
で
あ
り
、
よ
り
厳
し
い
環
境
保
護
を
求
め
る
国
家
権
限
と
自
由
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貿
易
を
追
求
す
る

E
U権
限
を
い
か
に
し
て
両
立
さ
せ
て
い
る
の
か

を
判
例
お
よ
び
政
策
決
定
の
事
例
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

第
七
章
は
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
問
題
と
い
う
国
際
的
イ
シ
ュ
ー
へ
の

対
応
を
め
ぐ
る

E
C／
E
U
・
国
家
関
係
を
扱
っ
た
事
例
研
究
で
あ

る
。
一
九
八

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
前
半
に
か
け
て
の
オ
ゾ
ン
層
保

護
問
題
レ
ジ
ー
ム
形
成
を
事
例
と
し
て
、
効
果
的
な
対
外
行
動
に
は

事
前
の
域
内
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
該
問
題
に
関
係

す
る
加
盟
国
に
お
け
る
政
策
や
国
民
意
識
が
他
と
異
な
る
よ
う
な
場

合
に
は
域
内
調
整
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
が
加
盟
国
の
不
満
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
八
章
は
、
同
じ
く
地
球
環
境
問
題
で
あ
る
気
候
変
動
の
レ
ジ
ー

ム
形
成
に
お
い
て
、

E
Uが
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
要
請
さ
れ

な
が
ら
も
、
主
導
権
を
握
り
き
れ
な
い
状
況
を
補
完
性
原
則
と
政
策

権
限
と
い
う
点
か
ら
取
り
上
げ
た
事
例
研
究
で
あ
る
。

以
上
、
本
論
文
は
、
政
策
変
遷
、
政
策
原
則
、
立
法
過
程
事
例
等

か
ら

E
U環
境
政
策
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

E
Uは
、
環
境
政
策
に
お

い
て
も
、
欧
州
統
合
か
ら
構
築
さ
れ
た
制
度
的
特
徴
お
よ
び
協
調
あ

る
い
は
妥
協
や
自
制
を
生
み
出
す
政
治
環
境
に
よ
っ
て
国
家
主
権
の

露
骨
な
衝
突
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
例
証
し
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
、
政
策
共
同
体
と
し
て
有
効
な
、
よ
り
小
規
模
な
単

位
と
し
て
の
国
家
の
重
要
性
も
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て

い
る
。終
章
で
は
、
本
論
で
展
開
し
て
き
た
実
証
的
手
法
に
よ
る
議
論
が

要
約
さ
れ
、

E
Uと
国
家
が
政
策
権
限
を
共
有
し
、
他
の
ア
ク
タ
ー

と
と
も
に
連
携
し
あ
っ
て
環
境
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
こ
と
の
必
然

性
と
、
ま
た
そ
れ
が
ゆ
え
に

E
U
・
国
家
間
の
連
携
の
在
り
方
が
問

題
解
決
の
効
果
の
点
か
ら
今
後
と
も
関
わ
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
改
め
て
確
認
し
て
い
る
。

三
．
評
価

本
論
文
の
第
一
の
意
義
は
、

E
Uを
、
国
境
を
超
え
た
問
題
解
決

の
枠
組
み
と
み
な
し
、

E
U
の
問
題
解
決
能
力
を

E
U
・
国
家
関
係

か
ら
考
察
す
る
と
い
う
視
点
の
独
自
性
で
あ
る
。
通
常
、
環
境
政
策

は
最
も

E
Uら
し
い
政
策
領
域
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
環

境
汚
染
が
国
境
通
り
に
拡
散
せ
ず
、
そ
の
対
策
も
国
境
を
超
え
た
も

の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

E

U
の
問
題
解
決
能
力
は
、

E
U
・
国
家
間
関
係
に
よ
っ
て
大
き
く
左

右
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
着
目
し
た
の
は
和
達
君
の
重
要
な
視
点
設

定
で
あ
っ
た
。

本
論
文
の
第
二
の
意
義
は
、
政
治
学
的
観
点
か
ら

E
U環
境
政
策

と
い
う
先
行
研
究
の
少
な
い
新
分
野
に
早
い
時
期
か
ら
挑
戦
し
、
結

実
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
で
こ
そ

E
U域
内
市
場
の
国
際
的
影
響
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力
が
十
分
に
大
き
く
な
り
、

E
U
の
環
境
措
置
に
は
世
界
中
か
ら
常

時
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
研
究
論
文
も
多
数
出
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初

は
参
照
す
べ
き
対
象
が
少
な
く
、
議
論
設
定
や
資
料
収
集
に
苦
心
の

程
が
う
か
が
え
る
。

本
論
文
の
第
三
の
意
義
は
、
国
家
主
権
の
克
服
を
意
図
し
た
欧
州

統
合
の
中
で
国
家
の
有
用
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
い
う
結
論
で

あ
る
。

E
U
は
新
た
な
国
家
の
出
現
で
は
な
く
、
今
日
的
課
題
に
直

面
し
て

E
Uと
加
盟
国
は
連
携
の
妙
こ
そ
が
関
わ
れ
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
欧
州
統
合
は
や
は
り
国
際
シ
ス
テ
ム
に
新

し
い
形
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
政
治
的
実
験
と
し
て
の
要
素
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
例
証
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
政
策
で
必
要
と
さ
れ
る
強
制
力
、
そ
れ
に
伴
う
べ
き

手
続
き
的
権
利
や
そ
れ
を
保
証
す
る
主
体
な
ど
共
同
体
の
権
限
分
担

の
課
題
、
よ
り
小
規
模
で
成
熟
し
た
政
治
共
同
体
と
し
て
の
国
家
と

よ
り
上
位
の
共
同
体
の
必
要
や
効
果
の
均
衡
を
と
る
課
題
な
ど
は
、

環
境
問
題
だ
け
で
な
く
、

E
U政
策
一
般
に
適
用
さ
れ
る
論
点
と
い

え
よ
う
。

本
論
文
の
第
四
の
意
義
は
、
環
境
問
題
が
技
術
の
み
で
解
決
す
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
環
境

学
が
学
際
的
学
問
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は

自
然
科
学
の
み
な
ら
ず
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
人
知
を
結
集
し
て

環
境
問
題
の
解
決
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
学
は
そ
の

一
分
野
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
本
論
文
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
。
蛸

壷
的
議
論
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
が
求
め
る
問
題
解
決
に
貢

献
す
る
研
究
を
目
指
す
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
国
家
と
国
家
を
超
え
ん
と
す
る

E
U
の

関
係
と
い
う
大
き
な
政
治
学
的
課
題
に
つ
い
て
、
環
境
政
策
を
事
例

に
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
労
作
あ
り
、
独
自
性
と
実
証
性
を
兼
ね
備

え
た
高
い
水
準
の
研
究
で
あ
る
が
、
ま
た
同
時
に
問
題
点
や
課
題
も

い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
。

第
一
の
問
題
点
は
、
本
論
文
の
個
々
の
章
の
基
礎
を
成
し
て
い
る

独
立
論
文
の
多
く
は
公
刊
さ
れ
、
す
で
に
評
価
を
受
け
て
い
る
が
、

論
文
全
体
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
論
文
の
集
ま
り

と
い
う
印
象
を
受
け
、
一
つ
の
論
文
と
し
て
の
統
一
的
な
学
問
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
や
や
弱
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
議
論
の
徹
密
化
に
必
要
な
情
報
量
と
情
報
源
の

多
様
性
で
あ
る
。
事
例
か
ら
帰
納
的
に
結
論
を
導
き
出
す
手
法
に
説

得
力
を
持
た
せ
る
に
は
、
多
く
の
論
点
と
相
当
な
数
の
事
例
に
よ
っ

て
例
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
例

数
は
そ
の
点
で
や
や
不
足
気
味
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
事
例
研
究
に
使
用
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
も
、
一
九
九

0
年
代

後
半
か
ら

E
U側
の
公
式
サ
イ
ト
を
通
じ
た
情
報
提
供
体
制
が
整
い
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始
め
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
現
地
で
の
政
策
担

当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
情
報
収
集
に
よ
り
積
極
的
な
展
開
が

あ
れ
ば
、
事
例
研
究
も
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
課
題
は
、
欧
州
統
合
理
論
の
利
用
と
検
討
で
あ
る
。
序
章

に
お
い
て
リ
ベ
ラ
ル
政
府
間
主
義
、
新
制
度
論
、
ガ
パ
ナ
ン
ス
・
ア

プ
ロ
ー
チ
な
ど
こ
れ
ま
で
の
欧
州
統
合
理
論
に
言
及
し
な
が
ら
も
、

そ
の
後
の
議
論
に
は
理
論
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
い
る
。

欧
州
統
合
の
う
ち
で
も
E
U
・
国
家
関
係
と
い
う
普
遍
的
な
テ
l
マ

を
論
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
論
的
な
考
察
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
、

従
来
の
議
論
と
は
異
な
る
論
文
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
っ
と
前
面

に
押
し
出
し
て
欲
し
か
っ
た
。
理
論
と
実
証
の
相
互
検
証
に
よ
る
作

業
が
あ
っ
て
こ
そ
よ
り
高
水
準
の
議
論
と
成
果
が
期
待
さ
れ
、
学
会

へ
の
貢
献
も
よ
り
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
四
の
課
題
は
、
国
家
主
権
に
関
す
る
検
討
が
も
っ
と
あ
っ
て
も

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
家
主
権
は
環
境
問

題
お
よ
び
欧
州
統
合
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、
政
治

学
に
お
け
る
基
本
概
念
が
こ
れ
ら
の
新
し
い
事
象
と
ど
の
よ
う
な
関

係
を
持
ち
、
国
際
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
の

か
が
よ
り
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
既
存
の
理
論
へ
の
挑
戦
と

相
侠
っ
て
本
論
の
考
察
に
揺
ぎ
な
い
軸
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
五
の
課
題
は
、

E
U
の
超
国
家
的
機
関
と
し
て

E
U
の
政
策
決

定
過
程
に
影
響
力
を
も
っ
欧
州
司
法
裁
判
所
の
環
境
政
策
分
野
に
お

け
る
役
割
と
限
界
に
つ
い
て
も
っ
と
考
察
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
た
し
か
に
「
欧
州
司
法
裁
判
所
判
例
に
よ
る
条
約
解
釈
の

発
展

l
デ
ン
マ
ー
ク
容
器
事
件
判
決
を
中
心
に
」
（
第
六
章
二
）
が

あ
る
が
、
他
に
も
も
っ
と
機
微
な
事
件
の
判
決
が
そ
の
後
出
さ
れ
て

い
る
。

E
U権
限
で
あ
る
物
の
自
由
移
動
と
例
外
と
し
て
の
国
家
の

環
境
措
置
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
欧
州
司
法
裁
判
所
が
と

っ
て
い
る
の
か
が
独
自
に
考
察
さ
れ
て
い
れ
ば
、
本
論
文
の
説
得
力

は
も
っ
と
強
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
そ
れ
自
体
が
新
た
な
独
立
し
た
研

究
テ
l
マ
と
な
り
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
十
分
に
検
討
し
て

い
な
い
こ
と
が
、
本
論
文
の
本
質
的
な
意
義
を
損
な
う
も
の
と
は
い

え
な
い
。

四
．
結
輪

こ
の
よ
う
に
、
問
題
点
を
抱
え
、
将
来
に
多
く
の
課
題
も
残
し
て

い
る
が
、
和
達
容
子
君
が
提
出
し
た
本
論
文
は
、

E
Uを
研
究
す
る

際
最
も
基
本
と
な
る
国
家
と

E
U
の
関
係
を
取
り
上
げ
た
欧
州
統
合

研
究
と
し
て
、
ま
た

E
U
の
環
境
政
策
を
実
証
的
に
分
析
し
た
こ
と

に
よ
り
環
境
政
策
研
究
と
し
て
も
、
学
界
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
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行
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
誠
に
大
き
い
と
言
え
る
。

よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）
（
慶
慮
義

塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、
そ

の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
D
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